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学
部
教
授
会
や
大
学
評
議
会
、
さ
ら
に
教
育

活
動
、
学
問
の
研
究
、
大
学
自
治
の
在
り
方
な

ど
、
す
べ
て
人
、
と
り
わ
け
教
師
そ
の
も
の
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
大
学
の
人
的
成
員
は
、

教
師
、
学
生
、
事
務
職
員
で
あ
る
が
、
そ
の
中

心
的
存
在
は
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
教
師
と
い
っ

て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　
そ
し
て
大
学
改
革
の
正
否
に
し
て
も
、
大
学

の
意
志
決
定
に
し
て
も
、
研
究
教
育
活
動
の
質
、

に
し
て
も
、
す
べ
て
最
終
的
に
は
教
師
の
あ
り

方
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
、
教
師
を
軸

に
、
大
学
に
か
か
わ
る
事
象
を
検
討
し
て
い
け

ば
、
大
学
の
実
態
が
多
く
見
え
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
（
旧
西
ド
イ
ツ
）
の
大
学

は
、
こ
こ
二
〇
年
問
ぐ
ら
い
で
大
衆
化
し
た
と

は
い
え
、
進
学
率
が
三
〇
％
に
満
た
な
い
こ
と

か
ら
し
て
も
、
社
会
的
エ
リ
ー
ト
と
い
っ
て
よ

い
。
数
年
前
に
二
、
三
の
私
立
大
学
は
で
き
た

が
、
ほ
と
ん
ど
国
立
大
学
で
あ
る
。
総
合
大
学

に
は
、
い
わ
ゆ
る
実
学
と
い
わ
れ
て
い
る
工
学
、

法
学
、
農
学
な
ど
の
学
部
は
な
く
、
こ
れ
ら
の

学
問
は
単
科
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ち
な

み
に
授
業
料
は
無
料
で
、
高
等
学
校
（
十
九
歳

卒
業
）
の
成
績
に
よ
る
「
大
学
入
学
資
格
」

（
ア
ビ
ト
ゥ
ア
）
進
学
が
可
能
な
た
め
に
、
大

学
入
試
は
な
い
。

　
鍍
黛
　
載
幾
畿
鞍
癒
叢
懸

　
現
在
の
ド
イ
ッ
の
大
学
で
教
授
に
就
く
に
は
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
大
学
教
授
へ
の
道
を
や
や
図
式
化
し
た
形

で
示
そ
う
。

①
大
学
に
入
学
し
、
学
位
を
取
得
し
よ
う
と
思

　
っ
て
い
る
学
生
は
、
最
低
八
ゼ
メ
ス
タ
ー

　
（
学
期
）
の
学
習
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

②
論
文
を
書
き
、
マ
ギ
ス
テ
ル
（
修
士
）
学
位

　
を
取
得
す
る
。

③
ド
ク
ト
ル
（
博
士
）
学
位
を
取
得
す
る
。

④
ド
ク
ト
ル
学
位
を
取
得
す
る
と
、
た
い
て
い

　
の
場
合
、
　
「
講
義
受
任
者
」
に
な
る
。
俸
給

　
付
き
で
、
入
門
講
義
担
当
の
助
手
（
任
期
六

　
年
）
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
大
学
教
授
資
格

　
試
験
の
た
め
の
論
文
を
書
く
。

⑤
大
学
教
授
資
格
試
験
を
受
け
て
「
大
学
教
授

　
資
格
」
　
（
＜
9
寅
　
一
畠
9
色
を
取
得
す
る
。

⑥
私
講
師
（
有
資
格
無
給
）
や
そ
の
他
の
ポ
ス

　
ト
に
就
く
。

⑦
ど
こ
か
の
大
学
で
教
授
（
か
つ
て
の
員
外
教

　
授
で
あ
る
C
三
〈
教
授
俸
給
格
付
を
示
す
〉
、

　
か
つ
て
の
正
教
授
で
あ
る
C
四
）
を
公
募
し

　
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
応
募
す
る
。
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で
は
、
ド
イ
ツ
独
特
の
大
学
教
授
資
格
試
験

は
、
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
試
験
規
定
は
、
各
大
学
で
学
部
や
専
門

領
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
一
年

の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
大
学
教
授
資
格
試
験
の

規
定
に
よ
っ
て
、
大
き
な
流
れ
を
紹
介
す
れ
ば

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
受
験
の
前
提
条
件
を
満
た
す
者
が
許
可
申

請
を
す
る
。

　
②
許
可
手
続
き
が
開
始
さ
れ
る
。

　
③
文
書
に
よ
る
大
学
教
授
資
格
試
験
（
と
く

に
論
文
審
査
）
が
実
施
さ
れ
る
。

　
④
学
部
成
員
の
ま
え
で
学
術
的
講
演
と
討
論

（
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
）
を
お
こ
な
う
。

　
⑤
公
開
の
試
験
講
義
を
お
こ
な
う
。

　
⑥
教
授
資
格
を
取
得
す
る
と
、
∪
”
9
芦

訂
匹
●
と
い
う
称
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
こ
の
よ
う
な
手
続
き
で
教
授
資
格
を
取
得
し

て
も
、
大
学
教
授
の
ポ
ス
ト
は
数
に
限
り
が
あ

る
か
ら
、
有
資
格
者
過
剰
と
い
う
状
況
が
現
実

に
生
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
教
授
資

格
」
と
「
教
授
権
能
」
と
を
区
別
す
る
考
え
方

が
で
て
き
た
。
つ
ま
り
「
教
授
権
能
」
と
い
う

言
葉
は
ポ
ス
ト
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
職
を
前

提
と
し
て
、
実
際
に
教
え
て
い
る
場
合
に
使
わ

れ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
教
授
資
格
は
、
大

学
教
授
資
格
試
験
に
合
格
し
て
い
る
と
い
う
証

明
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
七
年
に
改
訂
さ
れ
た
「
大
学
大
綱

法
」
　
（
第
四
四
条
）
に
よ
れ
ば
、
教
授
に
任
用

さ
れ
る
条
件
と
し
て
、

①
大
学
で
の
学
習
を
終
了
し
て
い
る
こ
と
。

　
②
教
育
上
の
適
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と

　
③
ド
ク
ト
ル
学
位
論
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

特
に
優
れ
た
学
術
的
能
力
、
ま
た
は
芸
術
的
能

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　
④
職
務
の
遂
行
に
不
可
欠
な
学
術
的
あ
る
い

は
芸
術
的
業
績
を
有
す
る
こ
と
（
学
術
的
業
績

は
大
学
教
授
資
格
試
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ

る
）
。
ま
た
は
職
業
実
践
に
よ
り
、
学
術
的
知
識

・
方
法
・
応
用
・
開
発
に
貢
献
し
た
業
績
を
有

す
る
こ
と
。

　
以
上
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
大
学
の
学
習
を
終
了

し
て
い
な
い
者
は
、
大
学
教
師
に
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
大
学
教
師
に
不
可
欠
な
資

質
と
し
て
、
教
育
能
力
、
研
究
能
力
、
そ
し
て

職
務
遂
行
に
必
要
な
業
績
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
応
募
し
た
有
資
格
者
の
な
か
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
手
順
に
よ
び
て
教
授
が
決
っ
て
い
く
の
か
。

　
①
あ
る
教
授
職
が
空
席
に
な
る
と
、
た
い
て

い
の
大
学
で
学
内
人
事
委
員
会
が
も
う
け
ら
れ

る
。　

②
遂
行
す
べ
き
任
務
の
種
類
お
よ
び
範
囲
を

掲
載
し
て
、
公
募
さ
れ
る
（
大
学
大
綱
法
第
四

五
条
に
は
「
教
授
職
は
公
募
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
る
）
。

　
③
学
内
の
人
事
委
員
会
に
お
い
て
応
募
者
の

審
査
を
行
う
。

　
④
候
補
者
を
絞
り
込
み
、
講
演
（
講
義
）
を

さ
せ
る
。

　
⑤
委
員
会
で
候
補
者
三
人
挙
げ
、
順
位
を
つ
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け
て
担
当
大
臣
に
推
薦
す
る
。

　
⑥
大
学
の
提
案
リ
ス
ト
の
な
か
か
ら
、
大
臣

が
一
人
任
命
す
る
。

　
一
九
七
六
年
に
施
行
さ
れ
た
「
大
学
大
綱

法
」
に
則
っ
て
制
定
さ
れ
た
各
州
の
大
学
法

（
た
と
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
）
は
、
大
学
が
文

部
省
に
推
薦
す
る
ば
あ
い
、
　
「
推
薦
リ
ス
ト
に

は
、
少
な
く
と
も
三
人
の
名
前
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
一
九
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
　
「
同
一
学
内

招
聰
禁
止
」
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
た
。
こ
の

慣
行
は
、
同
じ
大
学
の
な
か
で
の
昇
格
を
禁
止

す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
私
講
師

か
ら
員
外
教
授
、
員
外
教
授
か
ら
正
教
授
と
昇

格
す
る
場
合
に
、
原
則
的
に
同
一
大
学
で
は
不

可
能
で
、
必
ず
大
学
を
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
今
日
で
は
、
同
一
大
学
内
で
の
招

聰
禁
止
は
、
単
な
る
慣
行
で
は
な
く
、
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学
大
綱
法
は
、
　
「
教
授

の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
理
由
の
あ
る
特
別
の

場
合
に
限
り
、
当
該
大
学
の
構
成
員
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
第
四
五
条
）

と
規
定
し
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
学
内
に
候

補
者
を
求
め
る
こ
と
は
、
例
外
的
な
ケ
ー
ス
な

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
□
□
　
　
　
　
　
□
□

　
う
え
に
述
べ
て
き
た
大
学
教
授
資
格
試
験
が

確
立
し
て
、
お
よ
そ
二
百
年
が
経
過
し
た
。
こ

の
資
格
試
験
に
対
し
て
、
専
門
分
野
の
論
文
を

重
視
し
す
ぎ
て
い
て
、
形
骸
化
し
て
い
る
と
い

う
批
判
が
あ
る
。
こ
う
い
う
批
判
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
日
ま
で
そ
れ
が
存
続
し
て
い
る
こ
と

は
、
そ
れ
な
り
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
も
、
有

資
格
者
の
就
職
難
が
社
会
問
題
化
し
、
大
学
教

師
養
成
を
め
ぐ
る
事
態
は
確
実
に
変
化
し
つ
つ

あ
る
。
変
化
に
対
応
し
う
る
新
し
い
資
格
認
定

の
方
法
は
、
い
ま
だ
案
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
大
学
）

一76一




